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　大きな代償を払う失敗，つまり"痛い目"に会う経験は，誰にでもある．ものづく
りには失敗はつきものであるから，失敗した時は失敗を謙虚に受け止めるとともに，
最も大切なのはその後の対処である．　自分が経験した過去の失敗には限りがあるか
ら，他人の失敗も含めて多くの事例からその内容を実感として学びとり，知識として
身につけることが大切である．　一番いけないのは，過去に学ばず，同じ失敗を繰り
返す，あるいは，失敗を隠して開き直ることである．

　幾ら学問，技術が進歩しても，それを取り扱う科学者，技術者が謙虚に「過去に学
ぶ」姿勢をとり，「失敗学」を真剣に学習しない限り，大損失を被った事故経験が生

【【【【【新新新新新連連連連連載載載載載寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿】】】】】

この記事中の地図・写真等は、本文と関係ありません。

駒井謙治郎  　　<komai@fukui-nct.ac.jp>
1963 年卒　国立福井工業高等専門学校

http://www2.memenet.or.jp/kinugawa/sabi/00000.htm

諸行無常
盛者必滅
会者常離

かされることなく，今後も事故は
続くと考えるべきであろう．　人
が作ったものは放っておけば必ず
壊れる．　したがって，作ったも
のは遅かれ早かれ壊れると考え
て，製造業に携わる者は，過去に
学び，「失敗学」を真剣に学習する
習慣を身につけねばならない．　
ただでさえ国家財政が破綻状態に
ある日本の現状を考えるとき，折
角作ったものを壊していては何を
しているか分からない．

　しかし，ことは簡単ではない．
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　ものづくりに直接携わる技術者がその重要性を理解するのはもちろんであるが，最
も大切なのは，組織のトップが失敗を学ぶことの重要性を理解して失敗を学ぶ組織を
構築し，休むことなく回転するＰＤＣＡサイクル（後述）を確立することである．　
組織はトップでなければ構築できない．　組織のトップの認識がなければ部下がいか
にその重要性を認識していても実効はおぼつかない．　関電が有する原子力安全シス
テム研究所がその所報 (5) で，「組織の安全風土は組織の管理職がキーパーソン」と，
安全性確保におけるトップの認識の重要性を2000 年に明快に指摘しているにも拘わ
らず，前述の関電美浜原発 3 号機事故が生じた現実を直視する必要がある．

　「過去に目を閉ざす者は，結局のところ現在についても盲目となる．」とはワイツ
ゼッカー大統領の連邦議会演説 （1985） である．　この演説はナチスの犯罪につい
て言及したもので本日の「失敗学」とは無関係であるが，筆者が言わんとするところ
は同じである．

　つぎに我々は何に留意すべきであろうか．　筆者は福井高専に赴任して丁度3年が
経過したが，その間，福井高専は創立以来40 年の歴史で全く未経験の，独立行政法
人化，日本技術者教育認定機構(JABEE)による教育プログラム認定，さらには高等教
育機関に無条件に義務づけられている大学評価・学位授与機構による認証評価を受審
した．　その間，校長として幾つかの失敗も犯し，また貴重な幾多の経験をしたが，
その経験から得た結論は，「すべての制度にＰＤＣＡサイクルを組み込み，常時この
サイクルを稼働させること」であった．　校長の役目は，高専の運営に当たっては常
時，計画 (Plan) ，実施・運用(Do)，点検・検証 (Check) ，見直し・改善 (Action)
のサイクルを休むことなく回り続けさせることにあり，この歯車が回っている限り失
敗あるいは望ましくない事態は，可及的速やかに改められ，組織は良好な状態に維持
されるということである．

　福井高専教育点検システムでは，企画室が中心となって計画 （Plan） を立て，こ
れを各委員会に実施・運用 （Do） を任せる．　その実施・運用結果は外部評価機関
の評議員会， JABEE 認証，大学評価・学位授与機構による認証評価，在校生・卒業

http://www.fukui-nct.ac.jp/
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生．企業・大学等により評価され，その評価結果が自己点検・評価委員会で Check （点
検・検証）される．　その結果は教育システム評価委員会を経て最初の企画室に戻さ
れ必要な計画が立案される．　このシステムの要は校長が委員長を務める自己点検・
評価委員会であり，これが要となってＰＤＣＡサイクルが順調に回転している限り組
織は良好な状態を維持できる．　一例として，先日もアンケートの問題が浮かびあ
がってきた．　教育機関は評価疲れと言われるほど評価に追われる日々であるが，評
価に対応するためには種々のアンケートは欠かせない．　本校の平成１７年度におけ
るアンケートは，教員対象が12回，学生対象が 11 回の多きに上っており，学生か
らは，面倒でいや気がさしている，何のためにやるのか分からない等の意見が寄せら
れていた．この現実に対して上述の教育システム評価委員会で，類似アンケートの内
容と実施時期についての精査と整理や，各種アンケートの一元管理が検討された．　
その結果は自己点検評価委員会における審議をへて，見直した結果が企画室に回され
平成１８年度のアンケート実施計画が定められた．

　ＰＤＣＡサイクルの重要性は何も組織の運営に限ったことではない．　前述の動燃
高速増殖炉「もんじゅ」 （28万 kW） での温度計のさや管折損や，関西電力・美浜原
発3号機（加圧水型軽水炉、出力82．6万キロワット）の2次系配管破損事故いずれ
も，このＰＤＣＡサイクルが回転を停止していたところに原因を求められる．　しか
し組織におけるこのＰＤＣＡサイクルの確立は，組織のトップがそれに目覚めないこ
とには望むべくもない（後述）．

(つづく)

http://www.atmarkit.
co.jp/aig/04biz/pdca.html

1950 年代、品質管理の父といわれるW・エドワード・デミング （Dr. William Edwards Deming） 博士が、生産プロ
セス（業務プロセス）の中で改良や改善を必要とする部分を特定・変更できるようプロセスを測定・分析し、それを
継続的に行うために改善プロセスが連続的なフィードバックループとなるように提案した。　このためデミングサイ
クル（Deming cycle）とも呼ばれる。　なお、実際にはデミングの用語としては PDSA サイクルであって、PDCAはそ
の師であるW・A・シュハート （Walter Andrew Shewhart） がオリジナルだともいわれる。
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今、今、今、今、今、技術を考える技術を考える技術を考える技術を考える技術を考える その 24

　学力論争が盛んである。　文部科学省が知識、学習意欲、問題解決能力などの確か
な学力を目的として、総合学習の導入と共に、より多くの子供が理解できるように、
学習内容の基準や授業時間を縮小したのに対して、学力低下を憂慮する側が強い反対
を表明している。　近頃の大学生の基礎学力は以前より著しく劣り、分数や小数の計
算ができない大学生すら少なくないと聞く。　国際比較では日本の子供の理数科の学
力は世界上位にあるそうだが、一方で理科や数学は嫌いという子供が多いという調査
結果があって、今の学力は暗記の知識で身についた力ではないという説もある。 　そ
の裏づけとして、 1996 年の OECD 調査によると、日本の一般市民のうち、科学の
「深い知識」がある人の割合も「ある程度の知識」がある人の割合も、さらに科学技
術に関しては「注目している市民」も「興味がある市民」も、いずれも調査した先進
17 か国中最低の割合だという 1。　この調査結果は、技術立国によって世界有数の

1313131313　持続可能な社会の科学教育　持続可能な社会の科学教育　持続可能な社会の科学教育　持続可能な社会の科学教育　持続可能な社会の科学教育(1)(1)(1)(1)(1)

【【【【【連連連連連載載載載載寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿】】】】】

石田靖彦    1964 年卒
<isiyas@aa.bb-east.ne.jp>

この記事中の地図・写真等は、本文と関係ありません。
豊かな国になった日本としては、不
可解に思える。　豊かで安楽になっ
た結果、科学や技術に興味がなく
なったのだろうか、それとも元々物
づくりと一般市民の理数科学力水準
とはあまり関係がないのだろうか。

　中国で何年かを過ごし、経済利益
や地位をあけっぴろげに重視する中
国人の仕事観を見ると、日本人の仕
事観の特徴を感じることがある。　

　中国語の「好工作」は条件のよい
仕事という意味だが、日本語の「良
い仕事」は、仕事のやりかたや結果
が立派だという意味でもしばしば使
われる。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/
gijyutu10/siryo/04110101/002/002.htm



- 5 -

　この「良い仕事」を利益や地位以上に大切にすることを職人気質と呼べば、日本人
にはこの職人気質を尊重する傾向が強い(欧州の伝統的職人もそうであろう)。　職人
気質は物づくりの職人に限らない。　金儲けよりも客に喜ばれる商売を心がける商人
も、与えられた仕事の達人になろうとする会社員もまた、一種の職人気質を持ってい
ると言うことができる。

　協調性も日本人の特徴と言われるが、一見対立するように見える職人気質と協調性
を併せ持ち、組織の中で比較的うまく融合させるのが日本人である。　勤勉も協調性
も大切だが、日本の物づくりに大きな力となっているのは、この職人気質ではないだ
ろうか。　その裏に世俗的欲望がないと断言する積もりはないが、利益は良い仕事を
通じて得るものだと考えるのが日本人の美学である。　これが表向きの美辞麗句に終
らず、実際の行動にもその傾向があることは否定できない。　もっとも、この日本人
の美学も、一般庶民から遠ざかるにつれて希薄になる傾向がある。　とはいえ、これ
が腐敗を比較的少なく抑え、後進国だった日本がいち早く先進国に追いつくことので
きた大きな理由の一つではないだろうか。　また、この美学は個人の話で、企業とな
ると逆に経済利益を通じて社会に貢献するという論法で世俗的な利益優先を前面に出
すが、企業の成果にもやはり社員の職人気質が大きく貢献している。

　高度成長の初期、燕市の洋食器は対米輸出の主要製品だった。　洋食器は高度な技
術製品ではないが、丁寧な物づくりによる品質感が米国の消費者をひきつけた。　
1970 年代の初期、米国の中級レストランでブリキ細工のようなナイフやスプーンを

http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/gijyutu/gijyutu10/siryo/
04110101/002/003.htm
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見た時、物づくりの心の違いを強く感じたこ
とを今も覚えている。　丁寧に物づくりがで
きたのは、その頃まだ欧米に比べて人件費が
安かったことも一因だろうが、人件費の安さ
は物づくりの十分条件でも必要条件でもない。

　人件費の安い途上国の製品には、高度な技
術製品でなくても品質の悪いものが多いこと

(つづく)

は、日常経験している。　最近では、高品質の証として敢えて日本国内製造と表示し
ている製品や、安価な人件費を求めて途上国に工場移転したが再び日本に回帰する企
業もある。

　食器のような簡単な製品にとどまらず、その後はより複雑精密な各種の日本製技術
製品が世界に行き渡るようになったが、これらの日本製品すべてが高度な科学力を以
て開発されたものとは限らない。　実際、欧米先進国からは、日本は真似や応用に長
けているが独自の技術は少ないと批判され、多くの日本人自身からも基礎研究や独創
性の弱さが指摘され続けてきた。　最近は日本独自の新製品が続々と出現し、日本人
に創造力がないという批判はあまり聞かれなくなったが、それでも私自身の体験から
は、科学力よりもむしろ開発・設計・製造それぞれの部門の人達の職人気質による貢
献が大きいと感じている。　特許出願件数が米国に次いで世界第二位になったと言っ
ても、画期的な基本特許よりも、周辺特許や実用新案程度が圧倒的に多い。　もとも
と日常生活に必要な製品は絶えず新しい技術である必要はなく、それより使いやすさ、
信頼性、経済性などの総合的品質の方が重要なのである。　最近は競争の激化により、
人件費削減のため臨時社員や派遣社員が増え、正社員でも簡単に解雇され、不安定な
職場条件の中で成果主義と称して目先の生産性が優先されている。このような環境で
は、日本の強みを発揮し難くなるのではないか。

【注】
1 佐藤学、「論争・学力崩壊(中央公論編集部・中井浩一編)」、中公新書、p.173

http://www.nikon-
image.com/jpn/products/
camera/film/range/sp/

appearance.htm

http://www.jck.net/
leica/index.html
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カサブランカ考カサブランカ考カサブランカ考カサブランカ考カサブランカ考
久保　愛三 　<kubo@prec.kyoto-u.ac.jp>
1966 年卒　京都大学工学研究科

　柄にもない専攻長業務に取り紛れ、頭にきていた時に、フランスの知り合いから計
測学の国際会議の  Call for Papers  が来た。　時期はちょうど専攻長業務から開
放される４月初旬、場所はカサブランカ。　イングリッド・バーグマン、ハンフリー・
ボガートの映画「カサブランカ」が頭をよぎり、ゲリー・クーパーの「モロッコ」と
いう映画もあったなー、アフリカはまだ行ったことがないし、と言うわけで、すぐに
「行く行く」の返事をした。

　資料を読んでみると、アフリカに
計測技術をもたらすために、 Comite
Africain de Metrologie  が作ら
れ、その最初の立ち上げイベントら
しい。　ところが、その事務局はフ
ランスの Angers にある。　さすが
はフランス、外人部隊のあったとこ
ろでは色々強い影響力を持っている
なー、なんて思いながら、実務的な
やりとりをすると、どうも要領を得

ない。　ホテルの宿泊なんぞは、モロッコにある旅行代理店にやらせているようであ
るが、ここからの連絡は、先に金を払い込め、でなければ予約を取り消す、てな事ば
かりを言って、どうもおかしい。　言っている値段も会議の公式資料に書いてあるの
より若干高めであるし、その理由を聞いてもそれには返事をしてこない。　出発間際
になって、「こりゃだめだ」と思い、 Hyatt Regency  に、着いてから金を払うので
宿泊をギャランティーしておくようにと直接ファックスを打って出かけた。

　Hyatt Regency  の会議場は超一流で立派なもの、廊下や壁は全部大理石ですよ。
参加者はモロッコのほか、アフリカからは、アルジェリア、チュニジア、エジプト、
セネガル、外国からは圧倒的にフランス、そのほか、ベルギー、ドイツ、オーストリ
ア、イタリア、ポルトガル、オランダ、スペイン、イギリス、スロバキア、ヨルダン、
トルコ、ブラジル、そして日本からは私一人、と言うところ。　総勢は１００名程度
の参加者か。　会議自体はアフリカ的と言おうか、私のセッションでは開始時刻に
なってもチェアマンが現れないので、イタリアの計量研の男が「もう勝手に始めよう
か」と言って、発表を始めたものの、やはり議長がいた方がやりやすいねと言って、
会場のヨーロッパ人を順番に「あんた、やってくれへんか」と聞いてゆくと、イギリ
ス人が「そんじゃ、ご指名に依りまして」と議長役を買って出て、まあうまくゆくと
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言った具合で、これはこれで、おおらかで良いもの。　まあ、論文や技術の内容につ
いては云々しても仕方がない。　しかし図に示すように、「技術をしっかりと」とい
う意識を持ったアフリカの人たちが出てきたことと、フランスが影響力を確保するた
め行っている努力、ドイツも一応は石を打っている状況、アメリカの陰は全く見えな
かったこと、日本の役所は全く興味を持っていなかった、あるいは、このような組織
の存在を全く知っていなかったようなことなど、技術政治的には色々なことを考えさ
せらた。　鈴木宗男の言っていたこともある程度わかる気がする。

　会議で知り合った  T.U.Wien  の教授と  Rick's Cafe （「カサブランカ」のモデ
ルのところ）で喋っていて、「事前に指示のあった旅行社にホテルの宿泊費を払い込
んだがホテル側に払われていなかったと、参加者と旅行社でもめていたが、あんたは
大丈夫だったか」と聞かれた。　「メールのやりとりで要領を得なかったので、私は
その旅行社には金を払い込まなかった」と言うと、「私もそうした、あの旅行社はお
かしかったよね」と合意。　Hyatt  のロビーでお茶を飲んでいた時、近くの席で、
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ホテルとその旅行社が「こんなに予約をしていて、今になってキャンセルをするなん
て事はできない。　金を払え」なんてもめているようだったことを思い出し、指定の
旅行社を無視して行動した我らが正解。　どうも、フランスにある会議事務局が実務
をこのモロッコの旅行社に丸投げし、旅行社に食われていた、と言ったところでしょ
う。　一つ勉強。 (つづく)

【処理要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　内容的にＯＫの寄稿については、記事を「京機短信」の所定ページに収めるための
編修的修正をエディターが勝手に行います。　ページに収めるための大きさの修正が
難しい原稿は自動的に掲載が遅れ、あるいは，掲載不能となります。　発行までの時
間的制約、ボランティアとしての編集実務負荷の限界のため、原則として、発行前の
著者へのゲラプルーフは行いません。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす
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【訃報】

6,000    3,000

詳細、申し込みは、４月２８日までに上記 URL へ

 　河本實名誉教授が逝去されました。
２００４年１月に脳梗塞で倒れられ、４月１８日
１３時４０分老衰にて永眠されました。　９３歳
でした。
ご葬儀はご家族だけで執り行われました。
なお、ご遺族のご意向で、弔問等は２１日以降に
お願い申し上げます。
また、機河会幹事会で後日「偲ぶ会」を開催する
提案がありました。　どのような形で執り行うか
は未定です。

1997年創立100周年記念
講演会での河本先生


